２０１８年度活動報告
2018年度についても、前年度と同様、研究部門全体の会議・研究会等に加えて、テーマごとのワーキンググループ単位での研究会を併用して研究活動を行った。研究部門としての会議は、関連する研究所や学会との共催などいろいろな形をとって実施している。研究部門全体の企画としては、下記のものがある。

2018.4.24. シニア社会学会との共催研究会開催／野坂真（早稲田大学文学学術院助手）報告「地方での災害復興過程における被災構造と地域再建―岩手県大槌町における住民層ごとの地域生活モデルの再構築に注目して―」於：第七会議室（39号館6階）

2018.5.29. 研究部門会議開催、シニア社会学会との共催研究会開催／長田攻一（早稲田大学名誉教授）報告「郊外地域における高層マンション自主防災組織の特質と課題―千葉県佐倉市ユーカリが丘4丁目自主防災委員会を事例としてー」　於：第七会議室（39号館6階）.

2018.6.19. 研究部門会議開催、シニア社会学会との共催研究会開催／浅野幸子（減災と男女共同参画研修推進センター共同代表、専修大学非常勤講師）報告「地域防災と地域福祉をめぐる現状と課題―被災者支援の質を踏まえて」於：第七会議室（39号館6階）.

2018.7.31. 研究部門会議開催、シニア社会学会との共催研究会開催／川副早央里（東洋大学社会学部助教）報告「復興期における地域イメージの再編―災害記録・記憶の継承の活動から」於：第七会議室（39号館6階）.

2018.11.28. 研究部門会議開催、地域社会と危機管理研究所との共催研究会開催／浦野正樹（早稲田大学文学学術院教授）報告「複数拠点との繋がりのなかで生きる―都市社会学のパースペクティブを手がかりに―」、吉川忠寛（防災都市計画研究所所長）報告「和歌山県田辺市文里地区における津波防災計画づくりの取り組み現況と課題--被災地の教訓を未災地に生かす方法論の構築に向けて---」於：第七会議室（39号館6階）.

2018.12.8. シニア社会学会・地域社会と危機管理研究所との共催シンポジウム「あれから8年〜わたしたちはフクシマを忘れない―＜二点居住＞という生活のかたち―」（於：戸山キャンパス36号館382教室）開催
総合司会：長田攻一（シニア社会学会理事、早稲田大学名誉教授）

第1部「人と原発2018年シンポジウム版」＜板倉真琴制作＞映画上映

第2部　座談会とパネル・ディスカッション

インタビュー進行：川副早央里（東洋大学社会学部社会学科助教）、松村治（新宿NPOネットワーク協議会理事、本研究部門招聘研究員）、

話題提供：大坊雅一（浪江町出身、東雲住宅避難者自治会「東雲の会」事務局長）・二俣公子（富岡町出身、東雲住宅避難者自治会「東雲の会」役員）、田中美奈子（富岡町出身、いわき市在住富岡町民自治会『すみれ会』代表）

コメンテータ：伊藤まり（福島県浪江町出身）、浦野正樹.（本研究部門代表）

2019.1.21. 研究部門会議開催、シニア社会学会、地域社会と危機管理研究所との共催研究会開催／小林秀行（明治大学情報コミュニケーション学部専任講師）報告「日本の災害復興は何を見て、何を見なかったのか―『復興とは何かを考える連続ワークショップ』の議論から―」於：第七会議室（39号館6階）.
2019.3.10 研究部門主催「安渡地域アーカイブ展」開催　於: 岩手県大槌町中央公民館安渡分館
2019.3.15. 研究部門会議開催、シニア社会学会、地域社会と危機管理研究所との共催研究会開催／野坂真（早稲田大学助手）報告「災害復興の次の段階への移行期における地域文化の再構築 ―岩手県大槌町におけるヒアリングと地域アーカイブ活動から復興とは何かを考える―」於：第五会議室（39号館5階）

2019.3.18.　日本社会学会震災問題情報連絡会、震災問題研究ネットワークとの共催イベント「震災問題研究交流会（第5回）」開催／会場：早稲田大学戸山キャンパス33号館6階　第11会議室及び16階第10会議室／この研究交流会は、発足のきっかけとなった東日本大震災に限らず、昨今の熊本地震や西日本集中豪雨災害、台風被害、北海道地震、北大阪地震等の甚大な災害の発生を念頭において、災害と社会との関わりや影響を含めて幅広い研究交流をめざして行われているもので、全国の研究者による26の報告が、「災害時の緊急対応／ジェンダー視点を取り入れた防災とは」（コーディネータ：浅野幸子／早稲田大学、菅磨志保／関西大学）、「震災の記憶／コミュニティの防災活動／原発被災者たちの復興への歩み」（コーディネータ：大矢根淳／専修大学、松薗祐子／淑徳大学）、「書評セッション『被災地から未来を考える』」（コーディネータ：田中重好／尚絅学院大学）、「災害復興のプロセスと日常生活の変容」（（コーディネータ：浦野正樹、浅川達人／明治学院大学）の4つのセッションに分かれて行われるものである。当研究部門のメンバーも報告・司会・コーディネータの形でこのイベントを担っている。

　上記の研究会活動を重ねながら、東日本大震災がもたらした社会的な課題については、被災地でこれまで抱え体験してきた課題を、調査研究活動のフィールドとしてきた岩手県大槌町、宮城県気仙沼市、福島県いわき市などを中心としながら、論文や研究報告などの形で発表している。

本研究部門の研究成果は、上記のシンポジウムやワークショップの開催のほか、全国各地での災害事例や地域の復旧・復興状況に関する報告や知見の発表、メンバー間の情報交換を兼ねた各種の研究発表などを通じて行われた。また、各種の学会活動やテーマ別の学内ネットワークなどで既に築かれた連携を深めて、被災地域に関する情報収集と整理を継続的に進めている。
